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研究成果の概要（和文）：地理的要因による貿易コストの重要性が高まっている現状を鑑み、その識別を行っ
た。市場ごとの価格づけにより地域間の貿易コストの識別が影響を受ける点のコントロールを行った。地域間価
格差が貿易コストを反映するが、市場ごとの価格づけにより価格差が貿易コスト以外の影響を受ける。この点を
コントロールすることで、地域間の貿易コストが先行研究で考えられているよりも大きい事が示された。
また、道路輸送の事故コストについて、日本の交通事故件数データを用いて、飲酒運転と高齢ドライバーの危険
性を示した。そして、高齢ドライバーに対して自動ブレーキ機能が事故削減に有効である点も明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Based on the importance of the geographical burden of trade costs, we 
identify the magnitude of trade costs associated with distance. When producers' pricing strategy 
depends on each market, the spatial price dispersion reflects not only trade costs but also pricing 
differences. By controlling for this bias, we show that the geographical trade costs are larger than
 those found in the previous literature. 
With regards to road transportation, we examine the costs associated with traffic accidents. We show
 that the risk of a car crash by drunken drivers and elderly drivers is higher than otherwise. 
However, we also show that an autonomous emergency braking system is useful to reduce accidents by 
elderly drivers.  

研究分野： 国際経済

キーワード： 貿易コスト　交通事故

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、これまでの研究では識別されなかった貿易コストのバイアスを明らかにすることで、地域間の経済
格差の源となりうる貿易コストの識別を行った。より望ましい経済発展に輸送インフラの改善が必要とされるこ
とが示唆される。
また、道路輸送の事故リスクに伴う貿易コストについても、高齢ドライバーのリスクを明らかにし、自動ブレー
キといった安全技術がそのリスクを軽減する事をしめした。道路輸送の重要性を考慮すると、より一層の安全技
術の普及が必要とされることが示唆される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
地理的要因による貿易コストの重要性が高まっている現状を鑑み、その識別を行う事が、効率的
な市場形成の分析に不可欠であった。しかしながら、地理的要因のみならず、政策的・企業戦略
的要因の存在は、正確な貿易コストの識別を困難にしている。したがって、先行研究よりも一般
的なフレームワーク、特に定量的に貿易コストを測定できるモデルの構築や、政策に起因する要
因の評価、新しい高度技術を用いた輸送経路の影響の分析などが課題として存在していた。従っ
て、貿易コストの構造、影響を及ぼす要因を明らかにし、望ましい輸送・流通網の構想や政策提
言を行う事ができると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 
貿易コストとして歴史的には関税が中心的な要因であったが、貿易交渉・自由貿易協定などによ
りその影響が低下している。それに対し、地理的な分離に従って生じるコストは安定的に高い水
準に留まっていると考えられており、貿易コストの地理的要因の識別が研究の中心的な目的で
ある。 
 
近年、地理的な影響に焦点を当てた国際間・地域間貿易モデルの開発が進み、それらのモデルか
ら導かれる地域間取引の基本モデル、グラビティモデルを貿易コストの識別に適用する必要が
ある。困難な点として、貿易コスト関数の定式化と貿易コストの測定がある。なぜなら貿易コス
トは取引額に依存するタイプである従価型と取引量に依存する従量型タイプがあり、それぞれ
がもつ貿易コストの識別に関するインプリケーションが異なるためである。 
 
この点を明示的に扱うためには、従価型と従量型を同時に考慮できるモデルを構築する事が必
要とされる。また、様々な供給・需要要因により市場供給は達成される。したがって、市場供給
が達成されるケースと達成されないケースを明示的に分け、特に達成されないケースに、観察さ
れない貿易コストをどう測定するかという問題を分析する事も重要な本研究の目的である。 
 
貿易コストに関わる要因については、道路輸送コストで経済学の文献であまり考慮されていな
い要因、事故の経済的コストを評価する事も本研究の目的である。この点は、単なる経済的影響
だけでなく広く社会厚生に与える影響を評価する事が可能になる。 
 
また、政策に起因する要因についても、明示的に扱う事で地理的要因から区別して分析を行う事
で、それぞれの重要性を明らかにする事ができる。この点については、一般的な関税の低下に対
して、貿易救済措置と呼ばれる、輸入の急増や不当廉売に対抗して取られる政策の採用の増加に
対して検討を行う目的がある。全体として関税が低下する効果は、貿易救済措置が乱用される事
で阻害される。したがって、貿易救済措置に起因する貿易コストを測定することが重要となって
くるのである。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、地域間取引モデルを用いて貿易コストを識別し、道路輸送に関して重要ながら分析が
不十分な事故の分析を行い、貿易救済措置に起因する貿易コストを検証する。 
 
地域間取引モデルとして、製品差別化された財を供給者が固定費を費やして市場に供給決定を
行う基本貿易モデルに、財の品質と、従価型貿易コストと従量型貿易コストを明示的に導入する。
日本の地域間取引のユニークなデータにより、これらのモデル化・貿易コストの識別が可能にな
り、実証分析を行う事ができる。また、これらのモデル化が不十分にしか行われなかった場合の
問題を明らかにするために、シミュレーション分析により、定式化の誤りから生じるバイアスの
構造についても示す。 
 
道路輸送における事故の分析については、運転手のタイプや自動車の設備に関係した交通事故
リスクを測定する。交通事故リスクが運転手や自動車設備によって異なる事を用いて、運転手タ
イプ・自動車設備別のリスクを計測する。特に、運転者タイプとして、飲酒や携帯電話使用及び
年齢を対象とする。自動車設備としては自動ブレーキといった先進安全装置について検証する。
特定のタイプや設備のリスクを明らかにする事で、安全で効率的な輸送・流通網の構築を提言す
る事ができる。 
 
貿易救済措置については、セーフガードと呼ばれる緊急輸入制限について、その影響を分析する。



輸入の急増があり、国内産業がそれにより生産量の低下や利潤の減少といった影響を受けた場
合には、輸入を一時的に制限する事ができる。この制限は、国内市場に大きな影響を与えること
になる。輸入財に対して高関税が課され貿易コストが上昇する事で、市場供給が低下し市場価格
が上昇すると考えられる。よって産業組織論で用いられる需要関数の推定の手法を用い、価格支
配力を持つ差別化財供給生産者がどういった価格付け行動を行うか分析する。市場取引を詳細
に分析する事で、政策の効果を明らかにし、望ましい貿易救済措置の運用に示唆を与える事がで
きる。 
 
４．研究成果 
 
地域間取引の研究から、シミュレーションにより従量型貿易コストを考慮しない場合には、品質
の向上に関係するパラメーターに貿易コスト要因が吸収され、正しい貿易コストの識別だけで
なく、品質と市場供給の関係についても問題を生じさせる事が明らかとなった。日本の都道府県
間取引データを用いた実証分析により、従量型コストの影響が従価型コストよりも大きく、国内
輸送の貿易コストの特徴が明らかになった。また、生産者が品質向上をコストをかける事で行な
っているが、その影響は先行研究よりも小さく、従量型・従価型を区別できていない先行研究の
問題点についても明らかになった。 
 
また、市場ごとの価格づけにより地域間の貿易コストの識別が影響を受ける点のコントロール
についても行った。地域間価格差が貿易コストを反映するが、市場ごとの価格づけにより価格差
が貿易コスト以外の影響を受ける。この点をコントロールすることで、地域間の貿易コストが先
行研究で考えられているよりも大きい事が示された。 
 
道路輸送の事故コストについては、運転手タイプとして、飲酒、携帯使用、高齢、若年を考え、
それぞれのタイプがそれ以外のタイプに対して相対的にどの程度交通事故を引き起こすリスク
が高いか明らかにした。日本の交通事故件数データを用いて、飲酒運転の危険性を示した。また、
高齢ドライバーについても危険である事が明らかになったため、高齢化社会における道路輸送
のリスクを示したと言える。 
 
自動車設備については、近年自動車に搭載が進み、日本のみならずヨーロッパや北米の政府によ
り導入が進められている自動ブレーキの効果について検証した。日本における自動ブレーキ搭
載車と事故のデータを用いて、自動ブレーキ搭載車がそうでない車に対して交通事故リスクが
低くはならない点を示した。これは、自動ブレーキがあくまで補助的な機能であり、例えば速度
超過などが起きていた場合には事故を防ぐ事が困難である事を示唆している。そのため、自動ブ
レーキのみならず運転手タイプとして高齢か否かという特性も考慮して分析を行った。実証分
析により、自動ブレーキ装着車運転の高齢者はそうでない場合よりも交通事故リスクが低い事
が明らかになった。これは、高齢者の認知・運動能力の低下に対して自動ブレーキが機能する事
を示唆しており、道路輸送に関わる貿易コストの低下に役立つ事を示していると考えられる。 
 
貿易救済措置であるセーフガードの分析については、日本による中国からの野菜輸入に対する
セーフガードの分析を行った。野菜に対する需要関数を推定し、供給側の価格付けが需要関数の
パラメーターに依存している点を利用し、生産者の利潤をマークアップから測定するという方
法を採用した。これにより、急激な貿易コストの上昇の、外国産生産者と国内生産者に対する影
響を検証する事ができる。実証分析により、セーフガードにより国内市場における価格は上昇し
たため、貿易政策の一つの目的である価格維持は行われたと考えられる。しかしながら、各生産
者の価格付けを分析した結果、外国産生産者のマージンは下落したため、利潤は低下したが、国
内産業のマージンに変化はなく、国内産業の保護が達成されたとは言えない事が明らかになっ
た。したがって、貿易救済措置による貿易コストの上昇は、外国産生産者と国内消費者の厚生を
低下させるが、国内生産者の厚生は改善するとは限らず、慎重な運用が求められる事を示唆して
いる。 
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